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令和2年度 厚生労働省委託事業
「職場における熱中症予防に関する講習会」



本日の構成
1. 熱中症の発症するしくみと症状
2. 熱中症を防ぐために必要な対策（概要）
3. 熱中症防止対策(1)―WBGTの測定と作業環境管理

（概要）
熱中症防止対策(2)―作業管理

4. 熱中症防止対策(3)―健康管理と緊急時の措置
5. 熱中症の災害事例と予防対策の例
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１．熱中症の概要
1. 熱中症の概要（しくみと症状，発生状況）

1. 熱中症の症状と分類
2. 熱中症の発生状況

2. 熱中症を防ぐために必要な対策（概要）
3. 熱中症防止対策(1)―WBGTの測定と作業環境管理

（概要）
4. 熱中症防止対策(2)―作業管理
5. 熱中症防止対策(3)―健康管理と緊急時の措置
6. 熱中症の災害事例と予防対策の例
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はじめに・・・熱中症とは？
 熱中症の定義

 高温多湿な環境下において，
 体内の水分・塩分のバランスが崩れたり，
 体内の調整機能が破綻するなどして発症する障害の総称。

 熱失神，熱痙攣，熱疲労，熱射病などを含む。
 重症度によってI度，II度，III度に分類。
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熱中症の症状と分類
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熱中症のメカニズム（概略）
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暑熱ばく露

体温上昇
皮膚血管拡張反応 発汗反応

体温上昇防止

熱失神（熱虚脱） 熱痙攣

熱疲労（熱疲はい）体温上昇

熱射病
死亡

脳に血液が行かなくなる

血中の塩分不足

水分・塩分不足（脱水）

重篤な後遺症

Ⅰ度

Ⅱ度

Ⅲ度
脱水で汗をかけない

気化熱

心拍数上昇

熱伝導

高体温による
筋肉や臓器の障害

体温上昇が止まらなくなる

どこかでこの流れを止めれば
熱中症にならない
（または重症化しない）

さらに適切な処置が取られないと・・・



熱中症は「必ず防げる災害」
 熱中症は

 きちんと対策を行い
 適切な処置を行えば
必ず防止，あるいは軽症で済ますことができる災害である。

 その一方で
 対策を怠ったり
 適切な処置を行わなければ
現代の最新医療でも救えない，非常に重篤な災害となりう
る。 7



熱中症死亡者数の推移
（一般環境を含む）

8
（厚生労働省人口動態統計による。1995年を境に死亡分類の取り方が異なる点に注意。）



職場における熱中症
（死傷者数および死亡者数）
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出典：厚生労働省安全衛生部



死傷者に占める死亡者の割合の
推移
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出典：厚生労働省安全衛生部



業種別の死傷者数・死亡者数の推移
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出典：厚生労働省安全衛生部



熱中症の発生場所（令和元年度）
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・熱中症の大半は生活環境で発生。
・仕事場での熱中症は少数派。

出典：消防の動き 2019年12月号



場所別年齢別性別での熱中症によ
る救急搬送の分析
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上野 哲(2018) 仕事場における熱中症の分析.
産業衛生学雑誌60. 臨時増刊号 p538

男性25～59歳では仕事場
が最多で全体の約1/3



２．熱中症を防ぐために必要な対策
（概要）

1. 熱中症の概要（しくみと症状，発生状況）
2. 熱中症を防ぐために必要な対策（概要）

1. 熱中症に関する法規制
2. 厚生労働省における通達
3. STOP!クールワークキャンペーン

3. 熱中症防止対策(1)―WBGTの測定と作業環境管理
（概要）

4. 熱中症防止対策(2)―作業管理
5. 熱中症防止対策(3)―健康管理と緊急時の措置
6. 熱中症の災害事例と予防対策の例
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我が国における熱中症対策(1) 
熱中症に関連する法規制
労働安全衛生法
第二十二条 事業者は、次の健康障害を防止するため必要な
措置を講じなければならない。
二 放射線、高温、低温、超音波、騒音、振動、異常気圧

等による健康障害

労働安全衛生規則
（発汗作業に関する措置）
第六百十七条 事業者は、多量の発汗を伴う作業場において
は、労働者に与えるために、塩及び飲料水を備えなければ
ならない。
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我が国における熱中症対策(2) 
厚生労働省における通達

 作業環境管理
 WBGTの測定・評価
 WBGT値の軽減等
 休憩場所の整備等

 作業管理
 作業時間の短縮等
 熱への順化
 水分及び塩分の摂取
 服装等
 作業中の巡視

 健康管理
 健康診断結果に基づく対応等
 日常の健康管理等
 労働者の健康状態の確認
 身体の状況の確認

 労働衛生教育
 救急措置

 緊急連絡網の作成及び周知
 救命措置
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平成21年6月19日 基発第0619001号
「職場における熱中症の予防について」



我が国における熱中症対策(3) 
STOP!熱中症 クールワークキャンペーン

17

※平成29年度（2017年度）から実施



クールワークキャンペーン
（準備期間）

18



19

ク
ー
ル
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

（
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
）



熱中症のメカニズムと
熱中症対策（概要）
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暑熱ばく露

体温上昇
皮膚血管拡張反応 発汗反応

体温上昇防止

熱失神（熱虚脱） 熱痙攣

熱疲労（熱疲はい）体温上昇

熱射病
死亡 重篤な後遺症

心拍数上昇

①暑熱ばく露の評価と軽減
②作業管理（休憩，服装）

④暑熱順化

⑤健康管理

③水分・塩分
補給

⑦熱中症教育
⑧統括管理

⑥救急体制の
整備



3. 熱中症防止対策(1)
WBGTの測定と作業環境管理

1. 熱中症の概要（しくみと症状，発生状況）
2. 熱中症を防ぐために必要な対策（概要）
3. 熱中症防止対策(1)―WBGTの測定と作業環境管理

1. WBGTの測定・評価
2. WBGT値の軽減等
3. 休憩場所の整備等

4. 熱中症防止対策(2)―作業管理
5. 熱中症防止対策(3)―健康管理と緊急時の措置
6. 熱中症の災害事例と予防対策の例
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WBGTの測定・評価に関しては
岩城講師より詳しい説明があります

ので，概略のみ説明します。



人体と環境間の熱収支(追加)
S = M-W-K-C-R-E-Cres-Eres
S; 逐熱量、M; 代謝量、W;仕事量、K；熱伝導、
C; 対流熱伝達、R; 輻射熱、E; 蒸発熱、
Cres; 呼吸による対流熱伝達、Eres; 呼吸による蒸発熱

① 作業強度が高い： 代謝率(M)↑    
② 厚着をする： 対流熱伝達(C) ↓，蒸発熱(E)↓
③ 気温が高い： 対流熱伝達(C) ↓ ，呼吸対流熱(Cres)↓
④ 屋外で日射： 流入のため輻射熱(R)はマイナス値
⑤ 湿度が高い： 蒸発熱(E) ↓，呼吸蒸発熱(Eres) ↓    
⑥ 弱い風： 対流熱伝達(C)↓, 蒸発熱(E) ↓

蓄
熱
量
(S) 

↑



熱収支に影響する６要素(追加)

① 活動状態：代謝量[met]
② 着衣状態：着衣量[clo]
③ 気温：空気温度[℃]
④ 放射：平均放射温度[℃]
⑤ 湿度：相対湿度[%]
⑥ 気流：風速[m/sec]

人体側の要因

環境側の要因

W
BGT

で
評
価



暑熱ストレスに対する体温調節
反応と影響を与える個人属性
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上野 哲(2016)年齢と体温調節機能との関連性. 
日本職業・災害医学会誌. 64巻, pp. 308-18.(改変)

体温調節反応
1. 皮膚血管拡張

2. 皮膚血流量増加
(心拍数増加，
血流分配変化等)

3. 発汗等
4. 行動調節

個人属性
1. 体格(体表面積，

体脂肪率等)
2. 体力
3. 暑熱順化
4. 性別
5. 水分補給状況
6. 病気
7. 薬の服用
8. 体調
9. 生活習慣
(朝食摂取、睡眠等)

体温上昇

体温維持

暑熱環境(WBGT)
1. 気温, 2. 湿度,   
3. 放射熱, 4. 風

身体活動・衣服
1. 代謝率
2. 着衣(顕熱抵抗
、潜熱抵抗)



WBGT（湿球黒球温度）の原理

25

乾湿温度計 黒球温度計

＋

「日射あり」の条件での算出式
WBGT(℃) ＝0.7 × 湿球温度 ＋ 0.2 × 黒球温度 ＋ 0.1 × 乾球温度

「日射なし」の条件での算出式
WBGT(℃) ＝0.7 × 湿球温度 ＋ 0.3 × 黒球温度

黒球⇒輻射熱（日射）
⇒気流（冷めやすさ）

乾球⇒気温

自然湿球⇒湿度
⇒気流（気化しやすさ）



様々な市販WBGT測定器

26

黒球あり・
湿度センサー型

150mm
黒球

小型
黒球

黒球なし

ISO 7243 / JIS Z8504 JIS B7922

黒球あり・自然湿球型



WBGT計の種類によって
測定値に差があるのだろうか？

27

22

24

26

28

30

32

34

36

9:00 10:30 12:00 13:30 15:00

W
BG

T（
℃

）

時刻

A

B

C

D

E

F

G

H

I

J

①自然湿球型

②電子式
（黒球付き）

③黒球なし

出典：齊藤宏之，澤田晋一（2015）



WBGTに基づく評価
（労働環境向け）
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WBGT測定値がこの値を超
えている場合

何らかの対策が必要



暑熱環境の評価（一般環境）
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暑熱環境の評価（運動環境）

30



現場でのWBGT測定に
求められるもの
 最低でもJIS B7922準拠のWBGT測定器を用いて，現場で実際

に測定する
 黒球なしの測定器は屋外ならびに発熱源のある屋内では使えません。
 温度・湿度からの簡易換算表も同様です。
 環境省の公表値はあくまでも目安として考えてください（無いより

はずっと良いです）。
 湿度センサーは劣化しやすいので，精度管理に気を付けてください。

 できれば複数箇所で測定する
 毎回は無理でも，一度いろいろな場所で測定して傾向を把握してお

くと，傾向が把握でき，熱中症リスクの高い場所が把握できるほか，
代表地点での測定結果からの補正が可能になります。

 測定値を作業者がわかりやすいところに掲示する
 WBGT値が基準値を上回る場合は，休憩時間の延長，休憩サイクルの

増加や，作業規制を含む対策を検討する必要があります。 31



暑熱ばく露の軽減対策
（作業環境管理）
 WBGTの低減対策

 冷房（スポットクーラー）
 日よけの設置
 ミストファンの活用

 休憩所の整備

32



WBGT低減対策の一例
（ミストファンによるWBGT値の低減効果）

ミスト
ファン

ミスト
ファン

出典：齊藤宏之，澤田晋一（2017）
33



4. 熱中症防止対策(2)―作業管理
1. 熱中症の概要（しくみと症状，発生状況）
2. 熱中症を防ぐために必要な対策（概要）
3. 熱中症防止対策(1)―WBGTの測定と作業環境管理
4. 熱中症防止対策(2)―作業管理

1. 作業時間の短縮
2. 定期的な水分・塩分の摂取
3. 熱への順化
4. 適切な作業着の選定

5. 熱中症防止対策(3)―健康管理と緊急時の措置
6. 熱中症の災害事例と予防対策の例

34



作業管理の例（１）
作業時間の短縮
 WBGT値が基準値を大幅に超過しているとき，以

下のような対策の検討を考慮。
 休憩間隔の短縮，休憩時間の延長
 暑さのピーク時間帯の作業中止
 早朝，夜間などへのシフト（周辺対策上，困難な場

合も）

35



活動時と休憩時の血流配分

運動時
休憩時

食道温(℃)

皮
膚

血
流

休憩時に皮膚
血流量増加

Johnson JM (2010) Scand J Med Sci Sports
20: 29-39.

食道温閾値
も減少

血流分配

活動時 休憩時

心拍出量

筋肉へ

皮膚へ

腎臓へ

他臓器へ

活動時は、筋肉への血流が優先され皮膚
や腎臓、その他の臓器への血流が減少。
筋肉では熱が発生するが、放熱のための
皮膚血流量は減少。休憩時は、筋肉への
血流は必要でなく皮膚への血流が増加。



作業中の体温変化

37

昼休みの休憩で体温低下

作業前 午前
休憩時

昼食後 午後
休憩時

終業時昼食前

Ueno, Sakakibara, Hisanaga et al. (2018) Heat Strain and Hydration of Japanese 
Construction Workers during Work in Summer.  Ann. Work Exp. Health 62: 571-82.



（対策例）WBGT超過度に応じた
休憩サイクルの設定
 WBGT値が基準値を超過している場合，その超過

度に応じた対策が求められる。
 超過度に応じた休憩サイクルをあらかじめ決め

ておくことが有効。

38

WBGT基準値からの超過 １時間あたりの休憩の目安
基準値～１℃ 15分

２℃ 30分
３℃ 45分

４℃以上 作業中止を検討

出典：厚生労働省「STOP!熱中症 クールワークキャンペーン」
※熱に順化した健康な労働者の場合。

熱に順化していない場合は休憩をさらに多めに取る必要がある。



WBGT値と推奨される作業時間
（ACGIH TLV and AL）

39

暑熱順化あり 暑熱順化なし



WBGT値と推奨される作業時間
（米国NIOSH-RALs）

40

出典：NIOSH (2016) Criteria for a Recommended Standard
Occupational Exposure to Heat and Hot Environments

暑熱順化あり 暑熱順化なし

RALs: Recommended heat stress alert limits



作業管理の例（２）
定期的な水分・塩分の摂取
 厚生労働省は，0.1～0.2％の食塩水（Naとして40～

80mg/dL）を20～30分おきにコップ１～２杯摂取すること
を推奨。
 市販のスポーツドリンクが便利だが，糖分のとりすぎに注意！
 高血圧症の人は，塩分の摂取が適当かどうか主治医に確認するこ

と。
 のどが渇いてからではなく，定期的に摂取することが重要。

 作業者任せにせず，摂取状況をチェック表などで確認する。
 摂取しやすい環境を整える。

41



実際の現場における対策
（水分・塩分の摂取）

42
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午前前半
作業

午前後半
作業

午後前半
作業

午後後半
作業昼休み

摂水量は汗等で失った
水分の約半分

ある工事現場での作業者の摂水量

Ueno, Sakakibara, Hisanaga et al. (2018) Heat Strain and Hydration of Japanese 
Construction Workers during Work in Summer.  Ann. Work Exp. Health 62: 571-82.



尿比重、尿浸透圧の変化

44

作業開始
時に脱水
になって
いると、
作業中に
脱水がさ
らに進む
可能性が
ある。

Ueno, Sakakibara, Hisanaga et al. (2018) Heat Strain and Hydration of Japanese 
Construction Workers during Work in Summer.  Ann. Work Exp. Health 62: 571-82.



脱水時の皮膚血流量減少

45

通常状態
脱水状態

脱水による血液高浸透圧状態と血液
量が減少している状態が重なると、
左図のように
1. 血管拡張の食道温度閾値上昇
2. 食道温度に対する皮膚血流増加の

傾きが減少
3. 最大皮膚血流量の減少
が生じ、皮膚血流量が減少する。そ
のため、体からの放熱量も減少する。

Kenney WL, Johnson JM(1992)
Control of skin blood flow during exercise.
Med. Sci. Sports Exer. Vol24, pp. 303-12.

①

②
③



脱水がもたらす影響
体重の1%の脱水につき、直腸温度の0.3℃の上昇、
5-10拍/分の心拍数の増加するとされる。

46

脱水
(体重比)

症状

2％ 持久的運動能の低下、のどの渇き

3% 食欲不振、無酸素性運動能の低下、強いのどの渇き

4% 皮膚紅潮、疲労困憊、尿量減少、体温上昇

5% よろめき、頭痛、めまい、足取り遅延

6% 呼吸困難

8～10％ 身体動揺、けいれん



（参考）
米軍における休憩・水分補給の基準

47



作業管理の例（３）
熱への順化
 熱への順化（暑熱順化）とは？

 熱に慣れ，当該作業に適応すること。
 計画的に順化させること

 熱に慣れることにより，２～３日で自律神経が
変化し，少しの熱でも下記の反応が起きやすく
なる。
 第一段階：皮膚血管拡張反応
 第二段階：発汗反応

 ４～５日で内分泌系（ホルモン系）が変化
 塩分の損失を抑える効果
 汗がサラサラになり，蒸発・気化しやすくなる効果 48



暑熱順化による体温と発汗量の関係

49

発
汗
量

深部体温
①

②

①：汗のかき始めが早くなる
②：同じ体温でもかく汗の量が多くなる

順化前順化後



暑熱順化の効果（研究結果の紹介）

50

Nielsen B et al.
J Physiol 460: 467-485, 1993.

1日目 10日目
CR Kirby, VA Convertino
Journal of Applied Physiology, 61(3) 967-970

McCutcheon LJ et al.
J Appl Physiol 1999 87(5):1843-51, 1999.

暑熱順化と深部体温の変化

暑熱順化と汗中ナトリウム濃度

暑熱順化と汗によるミネラル損失



暑熱順化の効果

51

暑熱ばく露

体温上昇

皮膚血管拡張反応 発汗反応

体温上昇防止熱失神（熱虚脱）
熱痙攣

熱疲労（熱疲はい）

✕
✕

（汗中の塩分濃度の低下）
体温上昇防止
サイクルの強化



暑熱順化の実際

52

J. D. Périard, S. Racinais, M. N. Sawka
Scand J Med Sci Sports 2015: 25 (Suppl. 1): 20–38

暑熱順化開始からの日数

順
化
の
度
合
（
初
日
に
対
す
る
％
）

心拍数
血流量

運動耐容能
温熱快適性
皮膚温度
深部体温
汗の量



暑熱順化するとどうなるのか？

 暑さに順化するには約１週間かかる
 計画的に順化させることが必要。

 数日間暑さから遠ざかると，順化がなくなってしまう
 初夏の暑い日，新規入職者，梅雨明け，お盆明け等に注意が必要。53

暑熱順化していない場合

皮膚の血流量が増えにくい
汗で排出されるナトリウム量が多い
体温が上がりやすい
水分補給で体液量が回復しにくい

熱中症になりやすい

暑熱順化している場合

皮膚の血流量が増加しやすい
汗の中に出るナトリウムが減る
体温が上がりにくい
水分補給で体液量が回復しやすい

熱中症になりにくい



暑熱順化の例
 汗をうまくかいて体内の熱を放出する働きを，

暑くなる前，暑熱作業する前に目覚めさせる
ことが必要。
 仕事後にジムで一汗かく
 ウォーキングやジョギング，自転車などでしっかり

と汗をかく
 帰宅時にひと駅分歩くだけでも効果的

 半身浴やサウナで汗をしっかりかく
 冷房は控えめにする
 順化していないまま作業に入る場合は，無理をせず

（させず）に一週間くらいかけて徐々に暑い場所で
作業するようにする

 これを「計画的」に行うにはどうすればよい
かを考える。

54



作業管理の例（４）
適切な作業着の選定

55

 業種・職種によっては長袖，手袋，保護具などの着用が
必要なケースも多い（建設業等）

 可能な限り，通気性の良い服や，空調服等の活用が望ま
れる。



作業管理の例（４）適切な作業着の選定
（衣服によるWBGTの影響）

衣服 WBGT補正値（℃）
織物製の作業服 0
織物製のつなぎ服 0
単層の不織布製のつなぎ服 0
単層のポリオレフィン素材からなる不織布製つなぎ服 2
長袖と長い布カバーオールを備えた不透湿性エプロン 4
二層織物のカバーオール 3
フードなしの単層の不透湿カバーオール 10
フードありの単層の不透湿カバーオール 11
服の上に着たフードなし不透湿のつなぎ服 12
フードがある場合の加算 +1

ISO7243: 2017（現在，JIS Z8504の改定中）

衣服 WBGT補正値（℃）
作業着（長袖シャツとズボン） 0
布（織物）製つなぎ服 0
二層の布製つなぎ服 3
SMSポリプロピレン製つなぎ服 0.5
ポリオレフィン布製つなぎ服 1
限定用途の蒸気不透湿性つなぎ服 11

厚生労働省通達（原典：ACGIH TLV）

56



衣服の熱特性(顕熱抵抗, 潜熱抵抗)を定量的
に計測可能なサーマルマネキン(追加)

57

Tyvex 夏スーツ 化学防護服 作業服 ニッカポッカ



• 防暑対策ヘルメット

• 空気循環型防暑ジャケット

• クールベスト

• 電動ファン（フードマスク）

• 水冷下着

• クールビズポロシャツ

・・・・・・・・・

市販暑熱対策グッズの効果

果たして，効果は確かなのだろうか？？？58



防暑対策グッズの熱中症防止効果

59

対策グッ
ズの種類

深部体温
低減

皮膚温度
低減

心拍数
抑制

体重減少
抑制

心理的
負担軽減

その他の
効果

アイス
パック ◯～✕ ◯ ◯ ◯～✕ ◯ 作業時間

の延長
空調服 ✕ ◯ ✕ ✕ ◯
PCM
（相変換
物質）

◯～✕ ◯ ✕ ◯～✕ ◯

アイス
ベスト △～✕ ◯～✕ ✕ ✕ ◯

参考： 澤田晋一：セイフティダイジェスト 59(5) 2-10, 2013. 

• 防暑対策グッズの多くは，皮膚温度低減や，心理的負担軽減は期待できるものの，
熱中症発症に直接関係のある「深部体温低減」の効果は期待できないものが多い。

• 効果がないものを，効果があると思って使った場合，逆効果になる可能性がある。
• 導入する場合は，効果があるかどうかを確認した上で使うことが望ましい。
• 効果を過信しないことが重要。



5. 熱中症防止対策(3)
健康管理と緊急時の措置
1. 熱中症の概要（しくみと症状，発生状況）
2. 熱中症を防ぐために必要な対策（概要）
3. 熱中症防止対策(1)―WBGTの測定と作業環境管理
4. 熱中症防止対策(2)―作業管理
5. 熱中症防止対策(3)―健康管理と緊急時の措置

1. 健康診断結果に基づく対応等
2. 日常の健康管理等
3. 労働者の健康状態の確認（職場巡視）
4. 緊急時の措置

6. 熱中症の災害事例と予防対策の例
60



持病による熱中症リスクの増加
 糖尿病

 血糖値が高い血液を薄める
ために水分が必要となり，
それを排出するために脱水
になりやすい

 高血圧症
 降圧利尿剤を服用している

ことが多い
 塩分制限を受けているため，

定期的な塩分摂取が難しい
 心疾患

 降圧利尿剤を服用している
ことが多い

 慢性腎不全
 水分塩分のコントロール不

全により電解質代謝が阻害
され，水分塩分不足になり
やすい

 皮膚疾患
 汗をかきにくい

 自律神経機能に影響があ
る薬剤の使用
 発汗機能や体温調節機能が

阻害される可能性

61
定期健診や入職時に持病を確認し，必要によって措置を行うことが重要。
産業医や主治医に対応を確認すること。



体調不良や不摂生のリスク
 風邪，発熱

 初期では熱放散反応が
抑制，体温上昇が加速

 解熱期は汗を大量にか
き，脱水

 下痢・嘔吐
 脱水

 飲酒，二日酔い
 利尿作用，脱水

 朝食の未摂取
 食物からの水分・塩分

摂取の不足
 睡眠不足
 体温維持能力の低下
 ヒューマンエラーの

増加

62朝礼時や巡視時，休憩時に健康状態を確認することが重要。



63出典：厚生労働省
「職場における熱中症対策マニュアル」

健
康
状
態
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
の

活
用



暑熱負担の警戒信号
以下の5つの状態のいずれかが認められたら，暑熱
負担が増大しており，このまま作業を継続すると熱
中症の危険性が高いとされている。
 １分間の心拍数が数分間継続して（180ー年齢）

を超過
 作業強度ピークの一分後の心拍数が120を超過
 作業中の体温が38℃を超過
 体重が作業前から1.5％以上減少
 激しい喉の渇きや疲労感の症状が発現

果たして，このような状態を作業中に把握できるのかどうか？
⇒ 「無理」，「難しい」ではなく，できることから。

64



調査した建設業従事者の生理指標

65

(Ⅰ)
心拍数： (180 – 年齢)以上

6人

(Ⅲ)
尿比重： 1.030mg/ml以上

8 人

(Ⅱ)
体重減: 1.5%以上

11 人

2

3

0

1

2
56

4



（例）心拍数の把握など
 脈拍数による心拍数の把握

 一定時間（例：10秒間）の脈拍数から心拍数を把握
 10秒で20回なら120bpm，25回なら150bpm

 最近普及してきたリストバンド型心拍計や，ス
マートウォッチを活用。
 リスクの高い職場では，IoT技術を用いた集中管理シ

ステムの導入も一考。
 まずは休憩場所に体重計，血圧計，体温計を置

くだけでも良い。

66



（例）心拍数による熱中症管理

心拍数基準値： 180-年齢=128

WBGT
30℃ WBGT 26℃

67



着衣型の心拍数センサーにより，
作業者の心拍数を集中管理。

⇒ 熱中症の危険を察知，
対策に繋げる。

ここまでは無理な場合でも，
休憩所に

・体温計
・血圧計
・体重計

を置いて，作業者に測定してもらう，な
どの対策は可能。

心拍数による熱中症防止対策の
先進事例

68

出典：Envital®，大林組



尿の色による脱水状況の把握

69

出典：



熱中症の重症度と対応

70

現在では，Ⅱ度でも
医療機関への搬送が
推奨されています



熱中症の救急措置

71



６．熱中症の災害事例と予防対策の例

1. 熱中症の概要（しくみと症状，発生状況）
2. 熱中症を防ぐために必要な対策（概要）
3. 熱中症防止対策(1)―WBGTの測定と作業環境管理
4. 熱中症防止対策(2)―作業管理
5. 熱中症防止対策(3)―健康管理と緊急時の措置
6. 熱中症の災害事例と予防対策の例

72



熱中症の典型的事例（架空）
 梅雨明けの急に暑くなった7月のある晴れた日の午後４時ごろ，蒸し暑く粉じ

んの舞う建物解体工事現場において，朝からあまり休憩もせず，がれき撤去
作業に忙殺されていた58歳の作業員が，気分が悪いといって突然倒れた。

 意識が朦朧としていたので，同僚はすぐに救急車を呼び，冷房の効いた部屋
に運んで休ませた。

 救急車が来るまでの間，保護帽，防塵マスク，保護手袋，安全靴，防護服を
やや肥満気味の身体から脱がせて薄着にしたが，皮膚に触ると乾いておりと
ても熱く，体温を測ったら40℃を超えていた。

 ほどなく救急車が到着し病院に搬送されたが，治療の甲斐なく午後8時頃に死
亡した。

 同僚の話だと，本人は以前経理の仕事をしていたが会社が倒産し，半年ほど
失業していた新入作業員で，当日は作業を始めて2日目であった。

 前日は深酒をして十分睡眠をとらないまま，朝食抜きで作業をしていたが，
とにかく暑かったのでのどが渇いたら水を適宜飲んでいたという。

 さらに血圧が高く降圧剤を飲んでいたらしい。
73• この架空の事例で，熱中症のリスクとなる項目はどのくらいあるか？

• どのようなことをしていれば防げた可能性があるか？



架空の事例の分析（原因と対策）
問題箇所 原因 対策
梅雨明けの急に暑くなっ
た・・・

体が暑さに慣れていないので
熱中症になりやすい。

急に暑くなった時は一層注意
する／暑熱順化

朝からあまり休憩もせず 休憩しないで連続作業をする
と熱中症になりやすい

適切に休憩を取る必要。
作業―休憩サイクルを設定。

防護服，防じんマスク，保護
手袋，安全靴，防護服

暑熱負荷が高くなっていた可
能性。

熱中症リスクが高まるという
認識を持つ。

やや肥満ぎみ 肥満は熱中症リスクの一つ。 入職時に確認。
以前経理の仕事をしていた／
新入作業員／作業を始めて２
日目

暑熱作業に慣れていない，暑
熱順化が不十分。

暑熱順化が不十分な場合は休
憩を多めに取るなどの配慮が
必要。

前日は深酒／十分睡眠をとら
ないまま／朝食抜きで

深酒，睡眠不足，朝食抜きは
熱中症のリスクが高くなる。

毎朝の体調確認。

血圧が高く降圧剤を飲んでい
た

高血圧，降圧剤の服用は熱中
症のリスクが高くなる。

入職時に確認。

同僚の話だと／～という／～
らしい

全て伝聞であり，現場責任者
が把握していない。

入職時，作業開始時，作業中
の巡視等で確認。 74



熱中症死亡者数とその原因
H21 H22H23H24 H25H26H27H28 合計 比率

（％）
全死亡者数 8 47 18 21 30 12 29 12 177 100.0%
WBGT測定せず 7 45 17 18 28 11 28 12 166 93.8%
計画的な熱の
順化期間なし 8 33 13 21 30 10 26 9 150 84.7%
定期的な水分・
塩分摂取せず 8 39 15 18 14 8 17 8 127 71.8%
健康診断実施なし 10 11 16 7 13 5 62 35.0%
熱中症に影響する
疾患あり 4 17 4 9 14 4 4 3 59 33.3%
単独作業 5 8 11 5 29 16.4%
休憩場所設置せず 15 5 2 22 12.4%
体調不良，食事抜き
前日の飲酒あり 2 4 1 2 4 1 1 15 8.5%

75

出典：厚生労働省安全衛生部



熱中症死亡事例におけるWBGT値

76

2015～2020年，n=109

WBGT（℃）

頻
度

出典：厚生労働省安全衛生部



熱中症による重大災害を防止する
ために
 昨今の夏の暑さを考えると，完全に熱中症を防

止することは難しい。
 夏の間，作業停止というのは現実的ではない。
 ただし，重症化させない，死亡災害を出さないとい

うことは可能なはず。
 熱中症による重大災害を防止するために，官民が力

を合わせて対策を考えていく必要がある。
⇒出来ることから確実に！

77



ご清聴ありがとうござ
いました

今年も猛暑が予想されていますが，
協力し合って熱中症を防止しましょう！
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